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学

習

内
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自己紹介：書籍 マイマイ計画とは？物心ついたころより好きなカタツムリを

シンボルに、身近な自然と関りを紡ぐことをテーマとした活動。

生い立ち：子供のころに学校に行かずにどう過ごしていたのか

東京から大分に引っ越し、小学校1年生から高校まで学校には行っていない。3

歳と6歳上の兄がすでに学校に行ってなかった。学校には行っても行かなくて

も、自分で決めて良いという家庭だった。

消しゴム人形。生い立ちを語るうえで不可欠。ガチャガチャ（当時20円）で購

入。そのホゲ娘という人形で人形遊びをしていた。人形王国のお金や本や家を

作っていた。

家にはいろんな国の人が旅人としてうちに泊まりに来ていた。郵便屋さんと仲

良くなり、コレクションの矢じりを見せてもらったりした。

友達の数は多くないが、関係の深い友人がいた。自分のマイペースな性格は生

まれつきか環境のせいなのかはわからない。

家にPCがあり、プログラミングに凝っていた。分数の計算ができない頃からsi

ne、cosineを使いプログラミングをしていた。

勉強は中学1年生のテキストから始めた。大検合格、東京農大に合格。勉強に

ついていけるか心配でまじめにやっていたら、奨学生に選ばれた。

よく聞かれること；小さいころ一緒に遊ぶ友達はいたの？

幼馴染や不登校仲間がいた。家に来た人と交流はあった。

大学に入ってから友達作りに苦労しなかった？

受験勉強中の東京生活では苦労した。大学時代は、いろんなところから来た人

たちだったので、すんなりなじめた。

子供時代はどうやって勉強を教わっていたの？

やりたいこと（プログラミング）をしたかったので、そこで必要な勉強は楽し

く自分でやっていた。検・大学受験の際には「先生」が必要になった。

学校に行かなくてよかったと思っているか？

今の自分は学校に行ってなかったからこそ形成されたものである。

その後：学生生活から今まで



続いての座談会 参加者13人

・興味をもって勉強したのち、なぜ行き先が大学だったのか？

本の著者が大学の先生だったので、自分で大学にいけば好きな研究をできる

と思った。進学先も自分で調べた。

・保護者は不登校により子供に社会性が育たないことを一番心配している。社会性

は日常生活の中で付けたという先生のお話を、お母さんたちに伝えられる。

・不登校あっての自分だということが響いた。

・どんな親御さんだったのか？

お父さんは声優野島昭生さん。 二人のお兄さんも声優。ご両親は干渉しな

い人たち。やりたいことをやらせてくれた。最初の兄の不登校の時は学校に

行かせようとした。お兄さんが「自分が自分でなくなったしまう」と発言し

てからは、無理にいかせることをやめた。お母さんは、おとなになって考え

たら個性的な性格。大分に引っ越した理由は、学校に行かせずに子供を育て

るなら田舎がいいとお母さまが考えた。えんもゆかりもないところだった。

両方のおいしいところを取って育った。仕事の拠点が東京にあった父親も大

分に一緒に引っ越してきた。祖父は戦争で亡くなっているので、父の中には

父としてのモデルがないのが幸いした。

・不登校という言葉でくくることに違和感がある。

・不登校に代わったポジティブな言葉があると良い。

・やりたいことをやるための勉強なのに、勉強が目的になっている。

・今好きなことを探して支援してあげることが大事。

・好きなことを見つけるためには、親からのしばりを解くこと。子供は親に心配を

かけたくない。お互いの心配のループにはまる。

・ゲームをどう考えるか。ゲームはほかに楽しいことがあればやらないようである。

逃げ場としてのゲームなのでは。

・ゲームは想定内のもの。想定外を体験させることが大事。現実のほうが全然面白。

だからゲームはバーチャルリアリティに近づいている。

・学校がいつ来てもいつ帰ってもいいよという所なら、行ったかも。

・経済的・精神的に学校以外の道を模索できる家庭はいい。学校は一番安上がり。

大多数の人にとって役に立つ良いシステム。不登校はマイノリティだから、立場

が弱い。

・一人一人が学びたいことがあるときに、それを支えてくれる場所は多きほうがい

い。

・小学生にも年休があっていい。

卒業論文 アブラコウモリ 環境教育に関心が移り、北海道大学の大学院へ

自分がやりたいのは教育ではないことに気が付いた。北海道大学の社会教育の

分野に移った。九大へ。研究者になることに違和感を覚える。

退学して、自宅ガレージを夕方から開放し「あそびらき」活動をスタート。工

作したり、水遊びしたり子供たちと遊んでいる。

今思うこと：

自分にとっては、遊ぶことが好奇心を探求していくことで、それはすなわち学

びである。勉強は学びの一手段に過ぎない。ほかに色々な学びがあると考えて

いる。いろんな地域にいろんな居場所があるとよい。

学べる場所も学校だけでなく、ふらっといって学べる場所がたくさんあると良

いと思う。




